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特殊調製粉乳による人工栄養の研究く第2報）

人工栄養の乳児のたんぱく質所要量の検討ご

研究第2部宮崎　叶
　　　　　　依久　間治子

1．　目　的

　私どもが従来行なってきた乳児ゐ人工栄養の研究にお

いて・ad　libに授乳した際の乳児の体重kg当たりのた

んぱく質垂異取量などを発表し5てきた。得られた値は当時

の栄養所要量に照らして妥当なものと考えられた。た

だ、たんぱく質所要量だけは学問的根拠にもとづく値が

得にくいとして、確実な数値が発表されていなかった。

しかるに昭和44年＄月厚生省から発表された栄養所要量

には、はじめて乳児の月齢別たんぱく質所要量が発表さ

れ、2～6か月の2，89は従来の経験に比して低い感じ

を与えた。ただし、この低いたんぱく質所要量は最近の

乳児の栄養、生理に適するように調製された粉乳を用い

る場合に適用されるとのことである。

　私どもは昭和43年・44年の特殊調製粉乳によrる人工栄

養の研究において、最新の特殊調製粉乳を用いた場合で

も、2か月児の実たんぱく質摂取量は平均として所要を

うわまわ？ていることをみた。今回は15％に用いるタき

特殊調製粉乳を12％に稀めて用いる機会があったので、

その際のたんぱく質摂取量を調壷してみることにした。

このような状態ではad　lib授乳を行なう場合、水が制

限因子となる公算が多いので、乳児にたんばく質を強制

するおそれが少ないど考えられたからである。

2．方　法

　愛育病院乳児哺育室において、特殊課製粉乳 （明治の

ソフトFMコナミルク）によって育てられている乳児の

うち12％ゐ低濃度の乳（たんぱく質の含量L6％）が与

えられていたものの1か月、1彪か月、 2か月、2％か

月、3か月、』3％か月、4か月、4罷か月の頃のad　Iib
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授乳による哺乳量を調べ、その量がその前後の哺乳量に

照らして異常と認め．られない例を採用して、それから体

重kg当たりのたんぱく質摂取趾を計算した。参考のため

に体重kg当たりの摂取水分量、熱量も計算した。（第1蒙）

3．考　按

　所要孟という語は、昭和44年8月の厚生省の日本人の

栄養所要箆では定義を行なわずに用いられていて、その

意味するところがあいまいであるが、従来は米国の食糧

栄養審議会の推奨所要量（Recommended　al1Qwa旦ce）

に対応する語と理解されていた。もしそうであるなら、

最少必要量や標準量や至適量とちがって、かなり大きい

安全率のもとに・栄養素の必要量を満たす数値で、少な

くとも平均値とは異るものであるといわなければならな

いo

　しかるに研究結果にみるように，1か月の時点におい

て・私どもの対象児が平均として3，79／kgのたんぱく質

を摂取しているのに、所要量が3，49／kgとされているの

は問題とされるべきであろう。1か月児という語は、1

か月0日から1か月30日までの乳児に用いられ、発育値

の平均値を求めるときなどには、実際には1か月15日頃

の平均値を表わしている易合がある。提案された1か月

のたんぱく質所要量は、言葉の性質上、1か月半の頃の所

要量を現わすと考えるのは無理であるが、無理をしてそ

のように考えても、その数値は私どもが得た1か月半の

爽たんぱく質摂取量の平均値と、ほぱひとしく、個人のた

肉ぱく質摂取量は13名中ほぽ半数の6名が所要量をこえ

ており、最高値は4．09／kgで所要趾を0，69ノ㎏もこえて

いるのである。

　所要趾では2－6か月のたんぱく質は、それまでの

3，49／kgから2，89／kgに激減する。 その移行期がどのよ

うな経過をたどるかは示め、されていないが・所要量を文

字どおり解釈すれぱ満2か月児は2，89／kgのたんぱく摂

取で、じゅうぶんに溝足されるはずということになる6

しかし、実際には実摂取量の平均が2．99／kgで、このた

びは2力瓢月半でも実差暴取量が所要最をうわまって㌧・る。

最高突摂取量は両方の時点で0．99／㎏及び0．69／㎏所要

貴をうわまわっているのである。

　3か月以後は平均摂取量が所要量を下まわるようにな

るが、それでも個々の例では、所要畳を上まわるたんぱ

く箪を摂取していうものがあ防その値も3か月半にみ

られるように0．6言／kgと有意に超過している場合もみら

れる。

　以上の如く、昭和44年8月の日本人の栄養所要量のう

ち、乳児期前半のたんぱく質所要量は、所要量の名に値

しないのではないかと考えられた。

4．結　果

　表に示すとおりであるが、問題のたんぱく質摂取量に

っいていえば、所要量が3．49／kgとされる1か月の時点

においての平均が3．79／kgであったことが注目される。

1ゆ月半では平均3，39／㎏であったから問題はないよう．

であるが・簸騒が腰歴こえているも9が捗及

んだ。

　2か月以後はたんぱく質の所要量は・2．89／㎏とされ

るが、2か月 り時点の平均たん1まく質探取母に23音／塊

でまたしても所要置をこえる。これは2か月半でも同様

で、平均摂取量が所要量を下まわるのは、3か月以後で

ある。それでも実摂取量が所要量をうわまわっているも

のが3胡では参3胡鞭参4カ・月で蕃4朔
半で静あった。

5．結　論

　所要量の意味は明白には定義しにくいが、単なる平均

ではなく、かなりの安全率をもって、対象の大半の健全

な発育を約束する栄養素の摂取基準であると考えられ

る。従って、しぱしば実際の平均値にも及ぱない値が所

要量とされていることは問題で、昭和44年の厚生省発表

の日本人の栄養所要量は、少なくとも人工栄養の実際頃

則して、再検討すべき点を含んでいるといえる。
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A Study on the Infant Feeding using Humanized PoWdered Milk 

Part 2. Considerations from the Standpoint of Protein Allowance 

Dept. 2 Kano Miyazaki 

Haruko Sakuma 

Feeding ad libitum thirteen babies from one month to four and a half months using humanized 

milk formula, the authors found that babies were taking 3.7g/kg at I month, 3.3g/kg at IY2 month$, 2.9 

g/kg at 2 months, 2.9g/kg at 21/amonths, 2.6g/kg at 3 months, 2.5g/kg at 3Vg months, 2.4g/kg at 4 

months and 2.6g/kg at 41!2 months as means. These figures surpassed the recommended allowance 

fer pretein published in 1969 by Japanese Ministry of Health ~~nd Welfare atl, month, 2 months and 

21!2 months. And when nct surpassed as means, remarkable numbcrs of studied babies were found 

taking larger doses of protein than allowahce. 

The arthors concluded that protein allewances for bables had to be reconsidered. 
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